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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・第33回「てのひら文庫賞」読書感想文全国コンクール
8年連続「最優秀校」受賞 附属小学校
・IKSPIARI×聖徳大学コラボ実現！！
大学生が提案するレシピウィーク
～聖徳大学コラボ☆食彩ランチビュッフェ～

・平成21年度第40回千葉県私学教育功労者表彰
・授業紹介
動植物に触れ合いながら、保育スキルをみがく
・学生の横顔発見
「泳ぐことは、美の追求」古式泳法の指導
・第53回 グループ研究発表会

幼児教育専門学校
・第51回 全国書道展記念展

全国最優秀団体賞受賞
附属中学校・高等学校

・附属高等学校2年 木下天さん
第17回ＪＯＣジュニア・オリンピック・カップ・フェンシング大会

カデ部門女子エペで優勝！
・平成21年度 文化講演会

聖徳中学校・高等学校
・親子楽しくクッキング　 附属第2幼稚園
・聖徳介護福祉士研究会（SKK）

平成21年度第3回公開講演会のご案内
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聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
で

は
、
読
書
を
「
知
育
」
の
中
の
重

要
な
活
動
と
位
置
づ
け
、
朝
の

十
分
間
読
書
や
週
一
回
の
「
図

書
」
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

昨
年
十
一
月
二
十
八
日（
土
）、

第
三
十
三
回
「
て
の
ひ
ら
文
庫

賞
」読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル（
総
合
初
等
教
育
研
究
所
主

催
、
文
部
科
学
省
後
援
）の
表
彰

式
が
、東
京
・
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
参
加
は
平
成
九
年
度
か
ら
現

在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
約

千
校
か
ら
十
一
万
八
千
六
百
六

十
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
で
特
に
優
れ
た
作
品
に
「
最

優
秀
賞
」「
優
秀
賞
」
が
贈
ら
れ

ま
す
。
学
校
賞
で
は
、
本
校
が

「
最
優
秀
校
」
に
選
ば
れ
、
こ
れ

で
八
年
連
続
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

第
三
十
三
回
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
」

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

附
属
小
学
校

八
年
連
続
「
最
優
秀
校
」
受
賞

答
①
う
め
の
花
と
て
ん
と
う
む
し

の
や
り
と
り
が
か
わ
い
ら
し
く

て
、
あ
た
た
か
い
気
も
ち
に
な
れ

た
か
ら
で
す
。
十
か
い
く
ら
い
よ

み
ま
し
た
。

答
②
二
十
さ
つ
く
ら
い
。

答
③
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
で

す
。
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
こ
う
ど
う
が

お
も
し
ろ
く
て
、
と
て
も
ゆ
か
い

な
気
も
ち
に
な
れ
た
か
ら
で
す
。

答
④
で
ん
き
の
本
で
す
。
い
ま
ま
で

十
さ
つ
く
ら
い
よ
み
ま
し
た
が
、

ど
の
本
も
つ
よ
く
い
ん
し
ょ
う
に

の
こ
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
き
ょ
う

み
の
あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

答
①
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
と

い
う
題
が
お
も
し
ろ
そ
う
で
読
ん

で
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
五
回
く

ら
い
読
み
ま
し
た
。

答
②
朝
読
書
が
は
じ
ま
り
、
五
冊

読
ん
で
い
ま
す
。

答
③
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
で

す
。
お
ひ
め
さ
ま
が
好
き
な
の
で

読
ん
だ
ら
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
が
じ
ぶ
ん
の
こ
と
ば
か
り
で
、

最
後
に
は
首
を
切
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

答
④
墓
場
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
リ
ー
ズ

で
す
。
松
戸
図
書
館
お
す
す
め
の

本
だ
か
ら
で
す
。

答
①
こ
の
物
語
の
著
者
で
あ
る
、

宮
沢
賢
治
さ
ん
の
作
品
が
好
き
だ

か
ら
で
す
。
ま
た
、
こ
の
物
語
は

十
四
〜
十
五
回
く
ら
い
読
み
ま
し

た
。

答
②
三
〜
四
冊
く
ら
い
で
す
。

答
③
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー

ズ
で
す
。
こ
の
物
語
を
読
ん
で
い

る
と
、
自
分
が
物
語
の
世
界
に
溶

け
こ
め
る
気
が
す
る
か
ら
で
す
。

答
④
こ
ど
も
論
語
塾
で
す
。
お
じ

さ
ん
が
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
く
れ
た
本
だ
か
ら
で
す
。
孔
子

の
言
葉
が
現
代
風
に
訳
さ
れ
て
い

て
、
理
解
し
や
す
い
か
ら
で
す
。

問
①
な
ぜ
、こ
の
物
語
を
選
び
ま

し
た
か
？
ま
た
、こ
の
物
語
を
何

回
読
み
ま
し
た
か
？

問
②
一
ヶ
月
に
何
冊
く
ら
い
本
を

読
み
ま
す
か
？

問
③
今
ま
で
読
ん
だ
中
で
、
お
も

し
ろ
か
っ
た
本
は
何
で
す
か
？

問
④
こ
れ
か
ら
読
み
た
い
本
は

何
で
す
か
？

聖
徳
大
学
附
属
高
等
学
校
フェ
ン
シ
ン
グ
部

の
木
下
天
さ
ん（
二
年
）は
、
今
年
一
月
八
日

（
金
）〜
十
一
日（
月
）に
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公

園
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
「
第
十
七
回

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ・

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
」に
お
い
て
、
カ
デ
女
子

エ
ペ
で
見
事
「
優
勝
」
を
果
た
し
ま
し
た
。

聖徳大学附属高等学校　フェンシング部

木下 天 さん

日本一に輝き、世界へ!!

●
児
童
へ
の
質
問

最
優
秀
賞

『よだかの星』
（宮沢賢治作）を読んだ

千葉県浦安市のイクスピアリにある、レストラン「自

然派ダイニング 饗の詩」にて、本学人間栄養学科の

学生が考案したオリジナルメニューが展開されます。

『野菜から心と身体にやさしく』をコンセプトにして

いる「自然派ダイニング 饗の詩」と、『食と健康を常

に意識する管理栄養士の育成』を目指す人間栄養学科

の、「食材・栄養・健康」を感じるコラボレーションです。

× コラボ実現！！

●金額：
月～金／大人1,980円／小学生800円（幼児無料）
土日祝／大人2,280円／小学生800円（幼児無料）

●実施場所：

自然派ダイニング　饗の詩
（イクスピアリ 3F グレイシャス・スクエア）

●お問い合わせ： 047-305-5665
●アクセス：

●監修・指導：聖徳大学　人間栄養学科
桂 きみよ教　授

大学生が提案するレシピウィーク～聖徳大学コラボ☆食彩ランチビュッフェ～

●期間：

第一弾／ 2月15日（月）～21日（日）
第二弾／ 2月22日（月）～28日（日）

舞浜駅
JR京葉線・武蔵野線

←至東京 至千葉→

イクスピアリ

JR京葉線・武蔵野線
「舞浜」駅前

・「東京」駅より約15分
・「西船橋」駅より約11分

ぜひこの機会に、イクスピアリへ足を運んでみてください。

●時間：
月～金／11:00～15:00（最終入店14:30）
土日祝／11:00～16:00（最終入店15:00）

※学生証提示で、グループの方全員が上記金額から1割引となります。

・シンガポール・カデ　ワールドカップ２０１０
場所／シンガポール
日程／平成２２年１月２０日（水）～１月２５日（月）
結果／個人エペ　第6位

・２０１０ジュニア・カデ　アジア選手権大会
場所／フィリピン マニラ市
日程／平成２２年３月３日（水）～３月１０日（水）

・２０１０ジュニア・カデ　世界選手権大会
場所／アゼルバイジャン バクー市
日程／平成２２年３月３０日（火）～４月６日（火）

ま
た
、
個
人
賞
の
「
て
の
ひ

ら
文
庫
部
門
」
で
は
、「
最
優
秀

賞
」を
吉
田
の
え
る
さ
ん（
六
年
）

と
田
中
陽
菜
さ
ん（
一
年
）、「
優

秀
賞
」
を
宮
嶋
萌
さ
ん（
二
年
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
優
良
賞
」「
佳
作
賞
」「
奨
励
賞
」

を
合
わ
せ
る
と
合
計
六
十
五
名

の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
受
賞
し
た
三
名
に
読
書
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。

イクスピアリ

自然派ダイニング　饗の詩

吉田 のえるさん（６年）

『うめの花とてんとうむし』
（工藤直子作）を読んだ
田中 陽菜 さん（１年）

『なんじゃもんじゃ』
（舟崎克彦作）を読んだ
宮嶋 萌さん（２年）

この試合の結果、３つの海外遠征が決まりました。

（
５
頁
に
関
連
記
事
）

最
優
秀
賞

優
秀
賞

きょう うた

きょう うた
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昨
年
十
一
月
二
十
七
日（
金
）

に「
聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練
」

を
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス（
含
む
幼
稚

園
・
十
号
館
）に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
大
学
院
・
大

学
・
短
期
大
学
部
の
学
生
、
附
属

幼
稚
園
の
園
児
、
教
職
員
、
そ
の

他
大
学
関
係
者
を
含
む
総
勢
約

三
千
三
百
五
十
人
が
参
加
し
て

の
大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。
訓
練
は
十
一
時
五
十
五
分
、

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
震
度
六
の

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
の

想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
地
震

発
生
」
の
非
常
放
送
か
ら
始
ま

り
、
七
号
館
地
下
一
階
厨
房
出

火
、
初
期
消
火
・
避
難
放
送
・
消

防
署
へ
の
通
報
・
避
難
開
始
・
負

傷
者
救
護
等
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
各
班
の
情
報
は
全
て
「
自

衛
消
防
隊
本
部
」
に
集
約
さ
れ

状
況
確
認
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
班
長
は
詳
細
に

状
況
報
告
を
し
て
い
ま
し
た
。

避
難
訓
練
が
終
わ
り
、
消
防

官
か
ら
の
講
評
は
厳
し
い
も
の

で
し
た
が
、
訓
練
の
重
要
性
を

再
確
認
で
き
た
こ
と
は
有
意
義

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
続
い

て
副
学
園
長
の
川
並
弘
純
自
衛

消
防
隊
長
よ
り
、
松
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
建
物
の
耐
火
・
耐

震
性
の
説
明
が
あ
り
、
本
学
の

建
物
は
安
全
で
あ
る
と
知
り
、

学
生
も
安
心
し
た
よ
う
で
す
。

避
難
訓
練
後
、
教
職
員
は
自

衛
消
防
隊
消
火
班
長
の
指
揮
に

よ
り
、
消
火
器
を
使
用
し
た
消

火
訓
練
を
実
施
し
て
、
訓
練
全

て
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

防
災
総
合
訓
練
の
目
的
は
、

学
生
・
生
徒
・
児
童
・
園
児
・
教
職

員
そ
の
他
、
学
園
関
係
者
全
体

の
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

避
難
等
の
心
構
え
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

学
園
の
教
職
員
は
こ
の
機
会
に

防
災
意
識
を
再
認
識
し
、
大
規

模
災
害
に
対
処
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第6回

教職研究科

ニ
ュ
ー
ス

連携協力校（園）の紹介 Vol.3

聖
和
会

通
信
教
育
部
同
窓
会聖

和
会
は
、
本

学
通
信
教
育
部
の

短
期
大
学
部
、
大

学
、
大
学
院
の
同

窓
会
で
、
現
在
三

千
五
百
名
の
会
員

数
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

本
会
は
総
会
と

役
員
・
支
部
長
研

修
会
を
年
度
に
よ

り
交
互
に
開
催
し

て
お
り
、
ま
た
首

都
圏
の
支
部
に
お

い
て
も
支
部
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、

昨
年
の
七
月
に
役
員
・
支
部
長

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
、
各
役
員
・
支
部
長
一
人

ひ
と
り
か
ら
現
状
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
研
修
会
後
の
懇

親
会
で
は
楽
し
く
親
交
を
深

め
、
次
回
総
会
で
の
再
会
を
誓

い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
支
部
で
は
一
月

に
支
部
会
が
開
催
さ
れ
、
同
窓

生
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
は
夏
期
に

総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

同
窓
生
の
親
睦
、
在
学
生
へ
の

支
援
と
と
も
に
、
通
信
教
育
部

と
学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
、
聖
和
会
も
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

前回に引き続き、教職研究科の学生が総合実習の授業において、学校経営や
教育活動を総合的に体験する連携協力校（園）を紹介します。

■松戸市立柿ノ木台小学校 校長：平　彰夫

●地域連携に積極的に取り組み、「おやじの会」会場に提供
●Ｈ18年度からサイエンス・スクール指定校になり、学内にて継続実施

所在地：千葉県松戸市二十世紀ヶ丘柿ノ木町 111 Tel：047-365-7661

●教員数 34人　●学級数 28 ●児童数 933人

特
色

■松戸市立古ヶ崎小学校 校長：町田　達雄

●文部科学省のＨ17～18年度研究指定校（国語）
●小中学校連携親父の会を設置、松戸市委託事業「デイサービス」に校舎提供等の地
域連携

●習熟度別学習など学力向上、ICT教材を活用した英語活動の取り組み

所在地：千葉県松戸市古ヶ崎4-3620-1 Tel：047-364-5118

●教員数 30人　●学級数 22 ●児童数 709人

特
色

■松戸市立小金北小学校 校長：大橋　達男

●Ｈ19年度千葉県指定「防災教育モデル校」、防災訓練実施
●校庭内の冒険山で、ジャンボ滑り台等を使って遊びの中で体力強化
●千葉日報社主催「子ども県展」で4年連続学校賞受賞

所在地：千葉県松戸市殿平賀270 Tel：047-343-1263

●教員数 23人　●学級数 18 ●児童数 598人

特
色

■松戸市立相模台小学校 校長：星野　正信

●松戸駅そばに位置する伝統校（卒業生に宇宙飛行士の山崎直子さん）
●あいさつ・清掃・歌声活動が充実
●個に応じた指導と一部教科担任制による指導を実施
●保護者・地域と連携した学校安全の推進

所在地：千葉県松戸市岩瀬434-2 Tel：047-363-4245

●教員数 31人　●学級数 24 ●児童数 750人

特
色

■松戸市立新松戸南小学校 校長：久我　久義

●Ｈ20～21年度、松戸市指定・国際理解教育研究（英語活動）を実施
●コミュニケーション能力の育成
●部活動の推進（吹奏楽部は東関東大会銀賞等）

所在地：千葉県松戸市新松戸6-301 Tel：047-343-3275

●教員数 21人　●学級数 13 ●児童数 388人

特
色

■松戸市立小金小学校 校長：辻　邦雄

●創立137年になる伝統校
●保護者はもとより、祖父母や曾祖父母も本校の卒業生という家庭がある
●「はなこがね」や「わくわく探検隊」など、地域と連携したさまざまな学習を展開
●自転車部は、県大会6連覇を達成

所在地：千葉県松戸市小金355 Tel：047-341-0450

●教員数 35人　●学級数 25 ●児童数 772人

特
色

聖
朋
会
は
、

昭
和
六
十
一
年

に
聖
徳
大
学
附

属
聖
徳
高
等
学

校
の
同
窓
会
と

し
て
発
足
し
ま

し
た
。
聖
朋
会

の
主
な
活
動
は

会
報
の
発
行
や

総
会
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
、
ク
ラ

ス
会
助
成
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

聖
徳
祭
で
は
聖

朋
会
の
有
志
で

模
擬
店
販
売
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
「
玉

こ
ん
に
ゃ
く
」と「
手
作
り
菓
子
」

を
販
売
し
ま
し
た
。「
玉
こ
ん

に
ゃ
く
」
の
出
品
は
恒
例
と
な

っ
て
お
り
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
客
様

も
い
ま
す
。
前
日
か
ら
準
備
を

し
た
か
い
が
あ
り
、
味
を
染
み

込
ま
せ
て
お
い
し
く
な
っ
た

こ
ん
に
ゃ
く
を
串
に
刺
し
て

今
年
も
好
評
を
得
ま
し
た
。

「
手
作
り
菓
子
」
は
聖
徳
大
学

生
活
文
化
学
科
卒
業
生
の
指

導
の
下
、
前
日
か
ら
調
理
を
行

い
、
丁
寧
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て

販
売
し
ま
し
た
。
当
日
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

心
配
さ
れ
る
中
、
例
年
以
上
に

生
徒
や
一
般
の
お
客
様
に
多

数
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
盛
況

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

聖
朋
会
活
動
報
告

聖
和
会
活
動
報
告

聖
朋
会

聖
徳
中
高
同
窓
会

今
年
度
、
東
京
聖
徳
学
園
で

は
次
の
六
名
の
先
生
方
が
千
葉

県
私
学
教
育
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
方
の
多
年
に
わ
た
る
千

葉
県
の
私
学
教
育
の
振
興
・
発

展
に
対
す
る
功
績
が
特
に
評
価

さ
れ
、
こ
の
た
び
千
葉
県
私
学

団
体
連
合
会
会
長
よ
り
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
二
十
一
年
度
　
第
四
十
回

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

大学音楽学部演奏学科
教授山本真先生

大学音楽学部演奏学科
准教授坂本真理先生

短大部保育科
教授幸田眞希先生

附属中学校・高等学校
教諭内山泉美先生

附属中学校・高等学校
教諭高橋悟先生

附属小学校
教頭佐藤幸雄先生

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

平
成
二
十
一
年
度

聖
徳
大
学
防
災
総
合
訓
練

消防官からの講評 川並弘純自衛消防隊長
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私
は
最
近
、
保
育
科
の
授
業

の
中
で
、
学
生
た
ち
の
「
自
然
に

触
れ
る
」、「
動
物
な
ど
に
触
れ

る
」
時
間
が
少
な
い
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。

幼
稚
園
で
は
小
動
物
な
ど
の

飼
育
は
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

先
生
の
中
に
は
動
物
に
触
れ
ら

れ
な
い
と
か
、
顔
が
引
き
つ
っ
て

し
ま
う
人
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
自
然
に

触
れ
て
、
動
物
や
植
物
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
を
、
将
来
の
保

育
活
動
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
図
か
ら
、
四
年
ほ
ど
前

か
ら
授
業
の
補
講
を
兼
ね
て
学

外
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

普
段
、
動
物
園
に
行
っ
て
も

動
物
園
に
つ
い
て
の
解
説
を
受

け
る
機
会
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
園
内
の
市
川
自
然
博
物

館
の
西
博
孝
館
長
と
動
植
物
園

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

動
植
物
を
見
な
が
ら
、
め
っ
た
に

聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

「
特
別
講
義
」を
受
け
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
衛
生
面
か
ら
も
、
動

物
に
触
れ
る
機
会
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
生
は
実

際
に
動
物
に
触
れ
る
こ
と
が
新

鮮
な
経
験
で
、
と
て
も
楽
し
そ

う
に
し
て
い
ま
す
。
教
室
と
は

ま
た
違
っ
た
表
情
が
見
ら
れ
ま

す
。
特
に
、
動
物
園
の
飼
育
員
の

方
は
、「
ヒ
ヨ
コ
は
こ
の
よ
う
に

触
っ
て
あ
げ
て
」「
ウ
サ
ギ
は

時
々
か
み
つ
く
の
で
気
を
付
け

て
」「
こ
れ
は
ホ
タ
ル
の
幼
虫
、

成
虫
に
な
る
と
こ
う
し
て
光
る

ん
だ
よ
」「
湧
き
水
に
は
サ
ワ
ガ

ニ
が
生
息
し
て
い
る
よ
」
な
ど
、

幼
稚
園
の
先
生
が
、
園
児
に
説

明
す
る
よ
う
に
、
学
生
に
語
り

か
け
て
く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
自

分
が
先
生
に
な
っ
た
時
に
、
ど

の
よ
う
に
園
児
に
自
然
と
の
触

れ
方
を
説
明
す
れ
ば
い
い
か
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
こ
の
授
業
の
最
大
の

魅
力
で
す
。

こ
の
学
外
授
業
は
、
補
講
を

兼
ね
て
前
期
と
後
期
、
そ
れ
ぞ

れ
一
日
、
日
曜
日
を
使
っ
て
行

っ
て
い
ま
す
が
、
一
回
し
か
行

え
な
い
の
が
残
念
で
す
。

何
回
か
訪
れ
て
、
季
節
に
よ

る
自
然
界
の
変
化
を
見
た
り
、

動
物
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
で
餌
を
作
り
、
食
べ
さ

せ
て
、
じ
っ
く
り
と
生
態
を
学

ぶ
こ
と
な
ど
も
大
切
と
思
う
の

で
す
。
時
間
・
人
数
の
制
限
が
あ

り
、
難
し
い
の
で
す
が
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
授
業
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
回
、市
川
市
動
植
物
園（
千
葉
県
）に
て
動
物
や
植
物
に
触
れ
合

い
な
が
ら
保
育
科
の
内
容
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
学
外

授
業
を
紹
介
し
ま
す
。担
当
の
本
田
陽
子
先
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
語
源
は
〝
カ
ン

ボ
ジ
ア
〞。
昨
年
十
一
月
二
十
七

日（
金
）に
松
戸
市
で
開
催
さ
れ

た
「
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
家
庭

で
き
る
料
理
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

応
募
総
数
百
二
十
八
作
品
の
中
、

本
学
学
生
九
名
の
作
品
が
入
選

し
ま
し
た
。

今
回
は
「
南
瓜
の
ふ
わ
ふ
わ

ｂ
ｉ
ｇ
オ
ム
レ
ツ
」
で
優
秀
賞

に
輝
い
た
、
人
間
栄
養
学
科
四

年
の
渡
辺
絵
美
さ
ん
の
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
。

「
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
家
庭

で
で
き
る
料
理（
一
時
間
程
度

で
料
理
で
き
る
も
の
）と
い
う

こ
と
な
の
で
、
私
は
か
ぼ
ち
ゃ

を
使
っ
た
オ
ム
レ
ツ
に
し
ま
し

た
。
オ
ム
レ
ツ
は
料
理
と
し
て

は
比
較
的
簡
単
で
す
が
、
栄
養

価
が
高
く
、
多
く
の
人
が
一
時

間
以
内
で
作
れ
る
と
思
い
ま

す
。ま

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
か
ぼ
ち

ゃ
は
日
本
の
か
ぼ
ち
ゃ
と
比
べ

る
と
水
分
が
多
く
、
繊
維
質
な

の
で
、
食
べ
に
く
い
と
聞
い
て

い
ま
し
た
。
私
は
か
ぼ
ち
ゃ
の

繊
維
質
な
感
じ
が
分
か
ら
な
い

よ
う
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク

ス
を
入
れ
、
フ
ワ
ッ
と
仕
上
げ

ま
し
た
。
タ
マ
ゴ
が
フ
ワ
ッ
と

す
る
こ
と
で
美
味
し
さ
が
引
き

立
ち
ま
す
。

た
だ
、
本
番
で
は
見
た
目
と

味
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
で
き
れ

ば
出
来
た
て
の
料
理
を
食
べ
て

ほ
し
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た

渡
辺
さ
ん
。「
今
後
は
日
本
料

理
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
海
外
の

料
理
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
夢

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

南瓜のふわふわbigオムレツ
材料：（２人分）
南瓜：１６０g、ジャガイモ：１２０g、
ホットケーキミックス：３０g、
卵：２個、牛乳：４０cc、人参：４０g、
ブロッコリー：４０g、塩：小さじ１／2、
こしょう：適量、油：大さじ１、
ケチャップ：大さじ２

作り方

［１］南瓜は種と皮をむき、ジャガイモも皮をむき、茹でてあらめに潰
しておく。

［２］人参とブロッコリーは、茹でてみじん切りにしておく。
［３］ボールに牛乳と卵をほぐし、そこに［１］、［２］、ホットケーキミックス、

調味料を入れ混ぜ合わせる。
［４］フライパンに油をひき［３］を流し、ふたをして弱火で１０分ほど蒸

し焼きにする。
［５］ひっくり返しふたをしないで全体に火が通るまで焼く。
［６］器に盛りつけてケチャップをかけて出来上がり。

作ってみ
よう！

渡辺 絵美 さん

動
植
物
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、

保
育
ス
キ
ル
を
み
が
く

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

入
選
！

食
育
で
国
際
交
流
！！

人
間
栄
養
学
科

授 業 紹 介

保育科／本田陽子教授

・保育内容指導法Ⅵ
（児童学部児童学科２年）
・保育内容・環境
（短期大学部保育科１年）

学
外
授
業
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
？

学
生
た
ち
の
反
応
は
？

今
後
、
実
践
し
た
い
こ
と
は
？

昨
年
十
二
月
十
二
日（
土
）

に
株
式
会
社
河
合
楽
器
製
作

所
「
カ
ワ
イ
表
参
道
」
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
お
い
て
、
本
学
学
生

の
演
奏
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

オ
ル
ガ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
学
院
音
楽
文

化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
音

楽
専
攻（
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
）

二
年
生
で
中
国
か
ら
の
留
学

生
・
沈
媛（
シ
ェ
ン

ユ
ァ
ン
）

さ
ん
と
、
聖
徳
大
学
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー
・
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

受
講
生
で
、
平
成
二
十
二
年

度
に
大
学
院
音
楽
文
化
研
究

科
博
士
前
期
課
程
音
楽
表
現

専
攻（
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
）入

学
予
定
の
森
亮
子
さ
ん
の
二

名
が
演
奏
を
い
た
し
ま
し
た
。

十
一
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

表
参
道
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
光
り
輝
く
け
や
き
並
木

の
下
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
オ
ル
ガ
ン

の
響
き
が
豊
か
に
鳴
り
響
き
、

道
行
く
多
く
の
人
々
が
演
奏

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

沈媛さん

昨
年
十
一
月
二
十
二
日（
日
）、

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

（
千
葉
県
柏
市
）に
て
「
ヤ
ン
グ

パ
ワ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
二
〇
〇
九

＋
〜
自
己
表
現
！
自
己
実
現
！

若
い
力
が
社
会
を
動
か
す
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
イ
ベ

ン
ト
は
、
若
者
の
自
主
的
・
実
践

的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

柏
市
の
事
業
振
興
課
が
企
画
・

立
案
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
千
葉
県
主
催
の
ヘ
ル

シ
ー
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
コ
ン
テ
ス

ト
に
て
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た

人
間
栄
養
学
科
三
年
の
五
十
嵐

唯
花
さ
ん
と
八
木
下
智
恵
さ
ん

が
参
加
し
て
、
お
弁
当
考
案
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
学
専
用
の
ブ
ー
ス

を
設
営
し
、
お
弁

当
の
企
画
か
ら
完

成
ま
で
を
描
い
た

巨
大
ポ
ッ
プ（
お

弁
当
の
写
真
や
作

業
の
様
子
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も

の
）
の
展
示
や
、

お
弁
当
作
成
ま
で

の
軌
道
を
追
っ
た

映
像
紹
介
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
材

料
調
達
の
都
合
に

よ
り
、
残
念
な
が

ら
五
十
嵐
さ
ん
の

あ
さ
り
弁
当
の
み

の
販
売
で
し
た
が
、

視
覚
で
も
味
覚
で

も
来
場
者
の
方
に

ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
様
子
で
し

た
。
学
生
が
考
案
し
た
お
弁
当

は
大
変
好
評
で
、
発
売
か
ら
四

十
五
分
た
ら
ず
で
完
売
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
応
募
か
ら
販
売
ま
で
の
過
程

を
説
明
し
た
こ
と
で
、
一
般
の

お
客
様
や
高
校
生
ま
で
の
幅
広

い
年
齢
層
の
方
に
、
本
学
へ
の

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
、
自
分
が
作
っ
た
作
品
を
分

か
り
や
す
く
来
場
者
に
説
明
す

る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
こ

と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

普
段
の
学
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
学
生
た
ち

に
と
っ
て
大
学
内
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
学
外
や
社
会
に
目
を

向
け
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ

と
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

人
間
栄
養
学
科

「
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
に
参
加
し
て

メープルシロップをかけてホットケーキ風に食べて
もおいしいです。

森亮子さん

音
楽
文
化
研
究
科

表
参
道
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト



第46号 （4）平成22年2月1日（月）

昨
年
十
二
月
十
日（
木
）に
松

戸
市
立
六
実
第
二
小
学
校
に
て

小
学
五
年
生
を
対
象
に
、
松
戸

市
介
護
予
防
推
進
担
当
室
主
催

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
講
座
内

で
、
社
会
福
祉
学
科
・
須
田
仁

講
師
が
担
当
す
る
、
卒
業
論
文

の
ゼ
ミ
生
七
名
が
「
福
祉
教
育

の
現
状
と
実
践
〜
学
童
期
に
お

け
る
認
知
症
へ
の
理
解
に
向
け

て
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
一
環

と
し
て
、
認
知
症
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

を
披
露
し
、
児
童
に
認
知
症
高

齢
者
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り

組
み
に
協
力
し
ま
し
た
。

松
戸
市
介
護
予
防
推
進
担
当

室
の
方
の
簡
単
な
認
知
症
の
説

明
の
後
、
ゼ
ミ
生
の
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
か
な
り
緊
張
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
紙
人
形
の
声
色
を
変

え
た
り
、
シ
ナ
リ
オ
の
中
に
劇

中
劇
と
し
て
授
業
を
取
り
入
れ

た
り
と
児
童
に
分
か
り
や
す

く
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
に
は
分
か
り
や
す
か
っ
た

と
好
評
で
、「
身
内
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
が
い
た
ら
ど
う
接
し

た
ら
い
い
か
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を

見
て
分
か
っ
た
」「
家
の
認
知
症

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
教
え
て

も
ら
っ
た
接
し
方
を
し
て
あ
げ

た
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
に
も
大
変

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
福
祉
教
育

な
ど
を
通
じ
て
、
学
生
が
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

昨
年
十
二
月
五
日（
土
）、
第
四

回
ウ
ェ
ブ
壁
新
聞
〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ

Ｉ
Ｅ
〉
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
学

内
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ

壁
新
聞〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
〉と
は
、

一
年
生
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー

マ
を
決
め
、
実
際
に
取
材
し
て
記

事
を
作
成
し
、ま
と
め
た
も
の
で
、

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、各
グ

ル
ー
プ
が
制
作
し
た
新
聞
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
や
特
色
、制
作
上

の
苦
労
話
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
新
聞
部
門
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
二

つ
に
分
け
て
表
彰
し
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
八
グ
ル
ー
プ
の
中
か

ら
新
聞
部
門
の
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
文
芸
・
編
集
、
図
書

館
司
書
ブ
ラ
ン
チ
グ
ル
ー
プ
の

「W
e

M
atsudo

（
松
戸
の
ま
ち

と
文
化
）」、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
の
最
優
秀
賞
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ
の
「
〜
フ
ァ
ス

ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
〜
」、

総
合
優
勝
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
チ
で
し
た
。
若
者
に
人
気
の

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
大

人
た
ち
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
学
生
た
ち
は
三
か
月
に

わ
た
っ
て
原
宿
な
ど
の
店
を
取

材
し
、
実
際
に
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
着
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
、
皆
で
協
力
し
て
一
つ
の
も
の

を
作
り
上
げ
る
喜
び
を
知
っ
た

よ
う
で
し
た
。

引
き
続
い
て
、
十
二
月
十
九
日

（
土
）に
、「
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ

Ⅱ
」
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
成
果

と
し
て
、
二
年
生
が
、
前
期
に
学

習
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
知
識
を
生
か

し
た
上
で
、
新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン

を
提
案
し
、
選
抜
さ
れ
た
六
グ
ル

ー
プ
が
企
画
内
容
を
発
表
し
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
、優
勝
し
た
の
は
、

Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
観

光
・
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
チ
チ
ー
ム（
六

名
）の
「4season

誰
で
も
入
れ
る

ハ
ン
バ
ー
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
」で
す
。

優
勝
チ
ー
ム
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し

た
り
、
寸
劇
を
取
り
入
れ
た
り
、

細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
発
表

し
て
い
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
迫

力
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の

チ
ー
ム
に
対
し
て
も
、
参
加
者
か

ら
経
営
・
業
績
見
通
し
（
損
益
計

算
）に
つ
い
て
非
常
に
厳
し
い
質

問
が
出
ま
し
た
が
、
発
表
者
は

堂
々
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
一
年

生
は
、
質
問
に
受
け
答
え
す
る
先

輩
た
ち
を
見
て
、
尊
敬
の
念
を
抱

き
つ
つ
も
、
興
奮
し
た
面
持
ち
で

「
来
年
は
私
た
ち
が
頑
張
る
！
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
室
と
の
共
催
で
毎
年

実
施
し
、
運
営
は
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
行
っ
て
い
ま
す
。
来
賓
や
保
護

者
、
教
職
員
も
た
く
さ
ん
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
学
科
で
最
も
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
生
も
二
年
生
も
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
が
、
さ
ら

に
す
て
き
な
「
Ｂ
Ｉ

ビ

Ｓ
Ｏ

ソ

Ｃ
Ｉ

シ

Ｅエ

Ｗ
Ｏ

ウ

ー

Ｍ
Ａ

マ

Ｎン

」（「
社
会
に
貢
献
で

き
る
自
立
し
た
女
性
」
の
意
）に

な
る
べ
く
、
日
々
研
さ
ん
を
積
ん

で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

総
合
文
化
学
科

社
会
福
祉
学
科

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

◆千葉県　松戸市 1名、柏市 4名、
流山市 1名、船橋市 3名、
千葉市 12名、成田市 1名
小計22名　

◆東京都　港区1名、品川区7名、
足立区3名、荒川区6名、
渋谷区3名、文京区1名、
墨田区1名、目黒区3名、
府中市1名
小計26名　

◆茨城県　つくば市 1名、水戸市 1名、
神栖市 1名　 小計3名　

◆埼玉県　入間市 1名、川口市 3名、
越谷市 1名 小計5名　

◆岩手県　北上市 1名 小計1名　
◆福島県　浅川町 1名 小計1名　
◆栃木県　大平町 1名 小計1名　
◆新潟県　上越市 1名、長岡市 2名

小計3名　
◆愛媛県　伊方町 1名 小計1名

﹇
合
格
者
数
速
報
﹈

平
成
二
十
一
年
度
の
就
職
戦
線
は
間
も
な
く
終
了
し

ま
す
。
学
生
個
々
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
辛
か
っ
た
こ
と

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
胸
に
四
月
よ
り
新
た
な
道

に
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
公
立
保
育
士
の
採
用
予
定
数
が
大
幅
に
減

り
ま
し
た
が
、
本
学
で
は
公
立
小
学
校
教
員
採
用
試
験

最
終
合
格
者
百
二
十
二
名
と
い
う
実
績
を
は
じ
め
、
合

格
者
の
数
は
日
々
更
新
中
で
す
。
今
後
、
社
会
の
一
員

と
し
て
良
識
の
あ
る
人
物
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

熱
望
し
て
い
ま
す
。

静岡県1名 横浜市 7名 川崎市 1名 名古屋市1名
山形県2名 新潟県2名 群馬県 2名
茨城県1名 神奈川県4名 北海道1名
東京都 65名 千葉県15名 埼玉県20名

●公立中・
高等学校教諭

6名
東京都 5名
千葉県 1名

●公立保育士 63

●公立幼稚園教諭

2
◆東京都特別区
（２３区）2名

中級試験栄養士

●地方公務員

1
◆韮崎市 1名

元
々
、
武
士
が
鎧（
胴
衣
）を

着
て
も
、
水
面
か
ら
敵
に
見
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
静
か
に
泳
ぐ

た
め
の
武
術
の
一
種
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
競
技
で
は
タ
イ
ム

を
競
う
の
で
は
な
く
美
し
さ
を

競
い
ま
す
。
世
間
一
般
で
一
番

馴
染
み
が
あ
る
の
は
、「
横
泳
ぎ
」

だ
と
思
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
と
想
像
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
分
か
り
や
す
い
で
す
。

ほ
か
に
も
、
川
を
逆
流
す
る

泳
ぎ
、
さ
ら
に
、
敵
に
捕
ま
っ
た

時
を
想
定
し
た
、
手
足
を
縛
ら

れ
て
の
泳
ぎ
も
あ
り
ま
す
。
ド

ラ
マ
で
は
、
本
木
さ
ん
が
ふ
ん

ど
し
姿
で
泳
ぎ
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
、
地
元
の
愛
媛

県
大
洲
市
を
流
れ
る
肱
川
で
水

練
教
室
が
あ
っ
て
、

中
で
も
水
泳
の
上

手
な
高
学
年
が
古

式
泳
法
の
誘
い
を

受
け
て
い
た
の
で

す
が
、
私
は
誘
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

負
け
ず
嫌
い
な
性

格
だ
っ
た
の
で
、

引
き
抜
か
れ
る
た

め
に
ひ
た
す
ら
練
習
を
し
ま
し

た
。
地
元
に
い
た
時
は
、
週
一
回

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
の
泳
法
指
導
の
依
頼

が
あ
っ
た
際
、「
東
京
に
住
ん
で

い
て
指
導
で
き
る
人
を
」
と
の

話
が
あ
り
、
師
範
を
さ
れ
て
い

る
先
生
の
推
薦
で
、
私
に
白
羽

の
矢
が
立
ち
ま
し
た
。

実
際
、
本
木
さ
ん
を
は
じ
め
、

エ
キ
ス
ト
ラ
や
子
役
の
方
に
指

導
を
し
ま
し
た
。
本
木
さ
ん
は
、

す
ぐ
に
体
が
順
応
し
て
、
泳
ぎ

の
形
を
覚
え
た
こ
と
に
は
驚
き

ま
し
た
。
さ
す
が
、
役
者
で
す
。

ず
ば
り
、「
美
の
追
求
」
で
す
。

現
在
、
古
式
泳
法
の
競
技
人
口

は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
の

全
日
本
泳
法
競
技
大
会
で
の
成

績
は
、
最
高
六
位
で
す
が
、
今

後
、
優
勝
を
し
て
普
及
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

普
段
、
大
学
で
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
は
意
外

な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
る
学
生
が
い
ま
す
。
そ
ん
な

学
生
の
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、昨
年
末
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

ド
ラ
マ『
坂
の
上
の
雲
』（
原
作：

司
馬

太
郎
）で
、
主
演
の

本
木
雅
弘
さ
ん
に
「
古
式
泳
法
」を
指
導
し
た
竹
岡
寿
理

さ
ん（
音
楽
文
化
学
科
四
年
）に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

泳
ぐ
こ
と
は
、美
の
追
求

そ
も
そ
も
古
式
泳
法
と
は
？

古
式
泳
法
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

今
回
、
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
？

竹
岡
さ
ん
に
と
っ
て
泳
ぐ
こ
と

と
は
？

お
お
ず

ひ
じ

●公立小学校教諭

短
大
部
学
生
が
グ
ル
ー
プ
対
抗
で
ア
イ
デ
ア
競
う

優
勝
「
〜
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
〜
」

総
合
文
化
学
科
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ

グ
ル
ー
プ

第
四
回

ウ
ェ
ブ
壁
新
聞〈
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
〉

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
一
年
生
）

ビ
　
　
　

ソ
　
　
　
　
シ
　

エ

優
勝
「4

s
e
a
s
o
n

誰
で
も
入
れ
る
ハ
ン
バ
ー
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
」

総
合
文
化
学
科
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ
、
観
光
・
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
チ

チ
ー
ム

第
三
回
「
魅
力
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
二
年
生
）

し
ゅ
め

大
洲
神
伝
主
馬
流

二
段
　
　

竹
岡
寿
理
さ
ん

学
生
の
横
顔
発
見

学
生
の
横
顔
発
見

合計

現役1名（ ）卒業5名 122名

合計 現役73名（ ）卒業49名

名
合計

名

合計

一般行政職

1
◆南伊豆町 1名

名

合計

名
合計

※平成22年1月20日現在
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昨
年
十
一
月
二
十
九
日（
日
）、

大
東
文
化
大
学
板
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
第
五
十
一
回
全

国
書
道
展
の
表
彰
式
な
ら
び
に

入
賞
作
品
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
は
、
全
国
各

都
道
府
県
の
一
般
・
大
学
生
・
高

校
生
・
小
中
学
生
な
ら
び
に
中

国
・
台
湾
・
韓
国
な
ど

の
海
外
か
ら
、
二
万
七

百
四
十
九
点
の
出
品

数
が
あ
り
、
聖
徳
大
学

附
属
中
学
校
・
高
等

学
校
は
中
学
条
幅
の

部
で
全
国
五
位
と
な

る
「
全
日
本
書
道
連
盟

賞
」
に
中
二
の
八
木
あ

ず
さ
さ
ん
が
、ま
た
半

紙
部
門
で
全
国
七
位
と

な
る
「
全
国
高
等
学
校

協
議
会
賞
」
に
高
三
の

池
田
絵
理
香
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

特
別
賞
の
入
賞
率
が
八
％
と

な
っ
た
こ
の
全
国
書
道
展
は
、

一
般
成
人
・
学
生
を
対
象
と
し

た
公
募
展
で
は
最
も
歴
史
と
権

威
が
あ
る
書
道
展
と
し
て
有
名

で
す
。
よ
っ
て
、
全
国
の
書
道

の
活
発
な
高
校
は
こ
ぞ
っ
て
こ

の
展
覧
会
を
目
標
に
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
全
国
書
道
展
で
は
、

本
校
は
一
団
体
と
し
て
の
上
位

入
賞
者
が
全
国
で
最
も
多
く

「
特
別
賞（
入
賞
率
八
％
）に
二

名
・
推
薦
賞（
入
賞
率
七
％
）に

十
四
名
」
と
特
別
賞
・
推
薦
賞
の

入
賞
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
、
全
国

の
書
道
団
体
や
書
道
塾
や
大
学

を
押
さ
え
て
、
昨
年
の
『
文
部

科
学
大
臣
賞
』
よ
り
も
高
位
の

『
全
国
最
優
秀
団
体
賞
』
を
受
賞

し
ま
し
た
。

全書高協議会賞賞
池田絵理香（高3）

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

第
五
十
一
回
全
国
書
道
展
記
念
展

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

全
国
最
優
秀
団
体
賞
受
賞

（
主
催：

大
東
文
化
大
学
）

全日本書道連盟賞
八木あずさ（中2）

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学

校
で
は
、昨
年
度
試
行
実
施
さ

れ
た
、教
員
免
許
状
更
新
講
習

を
今
年
度
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
は
、教
員
と
し
て
必

要
な
資
質
や
能
力
が
保
持
さ
れ

る
よ
う
、定
期
的
に
最
新
の
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

す
。昨

年
度
の
試
行
実
施
で
の
講

習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
施
期

間
中
に
気
が
付
い
た
反
省
事
項

を
基
に
し
て
、本
年
度
の
実
施

を
計
画
し
、講
習
を
開
き
ま
し

た
。今

年
度
の
受
講
対
象
者
は
、

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

に
お
い
て
終
了
期
間
期
限
を
迎

え
る
こ
と
と
な
る
、平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
授

与
さ
れ
た
免
許
状
を
有
す
る
、

満
三
十
五
歳
、満
四
十
五
歳
、満

五
十
五
歳
の
か
た
が
た
が
対
象

と
な
り
、
三
田
校
舎
に
お
け
る

延
べ
受
講
者
数
は
三
百
四
十
八

名
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、「
教
育
の
最
新
事

情
」が
全
学
校
種
を
対
象
と
し

て
、必
修
十
二
時
間
の
受
講
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、小
学
校
教
諭
・
幼
稚
園
教

諭
・
養
護
教
諭
を
対
象
と
し
た

内
容
に
は
、「
教
育
内
容
の
充

昨
年
十
二
月
十
三
日（
日
）、

専
門
学
校
に
お
い
て
、第
五
十

三
回
学
生
研
究
発
表
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
保
育
科
二
部
三
年
生
七
グ
ル

ー
プ
と
、
本
校
の
七
グ
ル
ー
プ

が
、
三
分
科
会
に
分
か
れ
て
、四

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

当
日
は
、九
時
十
五
分
か
ら

の
開
会
式
に
続
き
、十
二
時
三

十
分
ま
で
、在
校
生
と
大
学
、短

期
大
学
部
、専
門
学
校
、そ
し
て

幼
稚
園
の
先
生
方
で
、
熱
の
こ

も
っ
た
発
表
と
質
疑
応
答
の
充

実
し
た
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

研
究
発
表
は「
社
会
福
祉
」

「
小
児
保
健
」「
視
聴
覚
」「
言
語
」

「
幼
児
心
理
」「
保
育
問
題
」「
小

児
栄
養
」「
環
境
」「
音
楽
」な
ど

と
幅
広
い
分
野
に
渡
り
、「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
の
人
気
の
ひ
み
つ
」

な
ど
保
育
学
生
な
ら
で
は
の
タ

イ
ト
ル
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
、保
育
現
場
で
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
を
支
え
る

大
切
な
仕
事
に
就
く
こ
と
に
な

る
学
生
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ

れ
る
、す
て
き
な
研
究
発
表
会

で
し
た
。

こ
の
結
果
、本
校
か
ら
二
グ

ル
ー
プ
が
、二
月
十
九
日
に
行

わ
れ
る
全
国
保
育
士
養
成
協
議

会
の
学
生
研
究
発
表
会
の
代
表

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
免
許
状
更
新
講
習

実
」が
選
択
十
八
時
間
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
教
員
免
許
更
新

制
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
は
次
の
よ
う
な
方

針
を
提
示
し
て
い
ま
す
。「
ま

ず
、
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め

の
教
員
免
許
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
着
手
し
な
が
ら
、現
行

制
度
の
効
果
な
ど
を
検
証
す

る
。続
い
て
、
新
た
な
教
員
免
許

制
度
の
内
容
お
よ
び
移
行
方
針

を
具
体
化
す
る
中
で
、現
在
の

教
員
免
許
状
更
新
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て
結
論
を
出
す
」
と
い

う
も
の
で
す
。

専
門
学
校
で
も
こ
の
文
部
科

学
省
の
方
針
を
踏
ま
え
た
上

で
、ア
ン
ケ
ー
ト
や
反
省
事
項

を
基
に
次
年
度
の
更
新
講
習

に
向
け
て
教
職
員
一
体
と
な

り
、さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

第
五
十
三
回

グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

〜
熱
心
な
発
表
と
活
発
な
質
疑
応
答
〜

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

昨
年
十
一
月
二
十
二
日（
日
）、

千
葉
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
東
葛
飾
地
区
予
選
大
会
に

て
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
木

管
八
重
奏
・
金
管
八
重
奏
の
三

チ
ー
ム
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
木
管
八
重
奏
と

金
管
八
重
奏
の
県
大
会
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。

県
大
会
は
十
二
月
二
十
日

（
日
）、
千
葉
県
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
曲
目
は
、
木
管
八
重
奏
が

ブ
リ
テ
ン
作
曲
「
シ
ン
プ
ル
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
」
よ
り
Ⅲ．
感
傷
的

な
サ
ラ
バ
ン
ド
、
Ⅳ．
ふ
ざ
け
た

終
曲
。
金
管
八
重
奏
は
石
川
亮

太
作
曲
「
極
楽
鳥
」
で
し
た
。
今

回
も
木
管
八
重
奏
と
金
管
八
重

奏
は
見
事
な
演
奏
を
披
露
し
、

そ
れ
ぞ
れ
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

表
彰
式
で
は
金
管
八
重
奏
が

県
代
表
に
選
出
さ
れ
、
一
月
二

十
三
日（
土
）に
君
津
市
民
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
第
十
五

回
東
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
結
果
は
、
銀
賞
で
し
た
。

第
三
十
五
回

千
葉
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

金
賞
に
輝
き
、東
関
東
大
会
出
場
！

木
下
天
さ
ん
は
ア
ニ
メ
の
リ

ボ
ン
の
騎
士
に
あ
こ
が
れ
、四

歳
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め

ま
し
た
。小
学
校
に
入
る
と
全

国
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
、小
柄
な
が
ら
も
持
ち
前
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
相
手

を
突
き
、全
国
で
も
常
に
上
位

に
入
賞
す
る
腕
前
に
成
長
し
て

い
き
ま
し
た
。全
国
大
会
の
上

位
者
は
、年
齢
別
の
日
本
代
表

と
な
り
海
外
遠
征
で
腕
を
磨
く

の
で
す
が
、な
か
な
か
代
表
に

選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。小
学
校

五
年
生
の
時
、い
つ
も
全
国
大

会
で
対
戦
し
て
い
る
相
手
の
ほ

と
ん
ど
が
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
い

る
姿
を
見
て
、「
全
国
大
会

で
優
勝
し
た
い
」「
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着

た
い
」と
思
っ
た
そ
う
で

す
。そ
の
決
意
か
ら
五
年

後
、昨
年
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

カ
ッ
プ
で
全
国
二
位
に

入
り
、四
回
の
海
外
遠
征
を
経

験
し
ま
し
た
。中
で
も
二
〇
〇

九
ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
ア
ジ
ア
選

手
権
大
会
で
は
団
体
と
個
人
で

三
位
に
入
賞
し
、二
つ
の
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

今
回
一
月
八
日
〜
十
一
日
に

行
わ
れ
た
、第
十
七
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ

プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
で
は

三
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。カ

デ（
十
四
歳
〜
十
六
歳
）の
部
門

で
は
最
年
長
と
な
る
の
で
優
勝

を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。決
勝
で

は
、落
ち
着
い
た
試
合
運
び
で

相
手
に
先
行
さ
れ
る
こ
と
な
く

勝
利
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
（
１
頁
に
関
連
記
事
）

附
属
高
等
学
校
二
年

木
下

天
さ
ん

第
十
七
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会

カ
デ
部
門
女
子
エ
ペ
で
優
勝
！
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昨
年
十
二
月
四
日（
金
）、
附

属
小
学
校
で
は
四
年
生
を
対
象

と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ト
リ
オ
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ

ア
ノ
と
い
っ
た
三
種
類
の
楽
器

の
プ
ロ
の
方
の
演
奏
を
間
近
で

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

演
目
は
児
童
が
知
っ
て
い
る

曲
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
ま
で

幅
広
く
、
約
一
時
間
半
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
」
の
題

名
通
り
、
児
童
も
一
緒
に
な
っ
て

バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
を
し
た

り
、
先
生
方
が
お
手
本
を
見
せ

な
が
ら
ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
ま
さ
に

音
楽
に
触
れ
合
え
た
時
間
で
し

た
。
最
後
に
、
演
奏
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
か
た
が
た
の
伴
奏
で

「
夢
の
太
陽
」
を
歌
っ
た
と
き
に

は
、
演
奏
者
と
児
童
が
音
楽
を

通
じ
て
一
体
と
な
っ
た
最
高
の

瞬
間
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
児
童
の
お
礼
の
お

手
紙
よ
り
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
私
は
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ
て
い

る
の
で
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を

生
で
見
る
と
い
う
こ
と
は
と
て

も
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
恭

子
さ
ん
の
よ
う
な
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
に
な
る
た
め
に
練
習
を
頑

張
り
ま
す
。」

「
私
も
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま
し

た
が
、
楽
し
く
な
か
っ
た
の
で

や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

白
石
さ
ん
の
演
奏
を
聴
き
、
ま

た
や
り
直
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」

「
私
は
チ
ェ
ロ
と
い
う
と
、
と
て

も
大
き
く
て
怖
い
音
を
出
し
そ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
渡
部
さ
ん
の
弾
き

方
は
優
し
い
曲
は
優
し
く
、
強

い
曲
は
強
く
弾
い
て
い
て
、
私

の
イ
メ
ー
ジ
と
全
然
違
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

本
物
を
間
近
で
体
感
！！

〜
ふ
れ
あ
い
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
〜

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

園
児
た
ち
の
毎
日
は
遊
び
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
四
月

に
入
園
、
進
級
し
て
不
安
を
抱

い
て
い
た
園
児
た
ち
が
、
先
生

や
友
達
と
遊
び
、
み
ん
な
で
遊

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
も
十
分
味
わ

い
な
が
ら
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
い
た
だ
く

「
表
現
あ
そ
び
」
は
、
身
体
活
動

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
性

や
協
調
性
、
そ
し
て
達
成
感
と

充
実
感
を
味
わ
う
な
ど
リ
ズ
ム

的
な
狙
い
の
み
な
ら
ず
、
心
身

が
た
く
ま
し
く
成
長

し
た
証
を
見
て
い
た

だ
く
行
事
で
す
。

全
園
児
で
童
謡
を

歌
い
ま
す
。
童
謡
は
、

心
に
残
り
、
詞
の
意

味
の
奥
深
さ
か
ら
人

と
の
大
切
な
か
か
わ

り
や
自
然
の
移
り
変

わ
り
な
ど
を
知
ら
せ

て
く
れ
る
歌
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
園

児
た
ち
に
は
伝
え
て

行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
年
長
組

は
サ
カ
ホ
ー
ン
と
合

奏
、
年
中
組
は
楽
器

遊
び
と
発
達
に
合
わ

せ
て
発
表
し
ま
す
。

遊
戯
は
絵
本
か
ら

選
び
、
心
情
的
な
こ

と
も
園
児
た
ち
が
理

解
し
て
表
現
で
き
る

内
容
を
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
は
年
少
組

が
赤
い
リ
ボ
ン
の
贈

り
物
、
年
中
組
が
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊
、
年
長
組
が
お
し

ゃ
べ
り
な
た
ま
ご
や

き（
オ
ペ
レ
ッ
タ
）を

行
い
ま
す
。
構
成
や

選
曲
、
衣
裳
選
び
を
行
い
な
が

ら
、
園
児
た
ち
の
練
習
に
入
り

ま
す
。
自
分
の
希
望
す
る
役
に

な
れ
ず
「
我
慢
」
を
覚
え
た
り
、

友
達
と
一
緒
に
踊
る
楽
し
さ
を

経
験
し
た
り
、
余
裕
が
出
る
と

友
達
の
役
も
一
緒
に
踊
っ
た
り

と
楽
し
さ
も
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上

が
り
、
当
日
を
迎
え
ま
す
。

笑
顔
で
舞
台
に
立
つ
園
児
た

ち
の
姿
は
、
本
当
に
一
人
ひ
と

り
の
成
長
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
、
会
場
で
も
涙
を
押
さ
え

な
が
ら
応
援
し
て
い
る
保
護
者

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
な
お
、

今
年
は
、
二
月
七
日（
日
）に
行

わ
れ
ま
す
。

一
年
間
の
総
ま
と
め

「
表
現
あ
そ
び
」

三
田
幼
稚
園

二
学
期
後
半
、
―
幸
せ
な
家

庭
を
目
指
す
子
育
て
支
援
―

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

が
保
育
科
の
佐
伯
節
子
先
生
、

上
野
美
穂
先
生
を
講
師
に
迎
え

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講

座
は
毎
年
大
人
気
で
定
員
に
も

れ
る
方
が
い
る
た
め
、
先
生
の

ご
配
慮
で
六
十
組
に
増
や
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
子
で
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

に
加
え
、
今
年
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
件
も
あ
り
、
マ
ス

ク
を
着
け
て
の
参
加
に
な
り
ま

し
た
。

始
め
に
、
佐
伯
先
生
に
毎
日

の
生
活
の
中
で
園
児
た
ち
に
食

に
関
心
と
意
欲
を
持
っ
て
楽
し

め
る
よ
う
に
、
そ
し
て
朝
食
も

し
っ
か
り
食
べ
る
よ
う
に
と
食

習
慣
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
作
り
方
の
手
順
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
ク
ッ
キ
ン
グ
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
季
節
に
合
わ

せ
て
「
☆
ド
ー
ナ
ッ
ツ

ツ
リ
ー
☆
」
と
、
か
ぶ

や
人
参
、
豆
腐
な
ど
が

入
っ
た
具
だ
く
さ
ん

の
「
☆
す
い
と
ん
☆
」

で
す
。
特
に
園
児
た
ち

は
、
ド
ー
ナ
ッ
ツ
ツ
リ

ー
に
興
味
津
々
。
溶
か

し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
の
り
に
し
て
、
ド
ー

ナ
ッ
ツ
を
三
角
形
に

積
み
重
ね
て
、
天
辺
に

ひ
い
ら
ぎ
を
飾
っ
て

ツ
リ
ー
の
完
成
。

試
食
タ
イ
ム
で
は
、

親
子
楽
し
く

ク
ッ
キ
ン
グ

附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

昨
年
十
二
月
十
四
日（
月
）、

聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
中
学
校
・

聖
徳
高
等
学
校
に
お
い
て
平
成

二
十
一
年
度
の
文
化
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

行
動
科
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
所
所
長
の
石
田
淳
先
生
を
お

迎
え
し
て
、「
学
力
向
上
の
た

め
の
行
動
科
学
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
継
続
学

習
が
で
き
る
の
か
、
効
率
の
良

い
学
習
法
な
ど
生
徒
た
ち
が
も

っ
と
も
知
り
た
く
、

身
に
付
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と

を
実
践
例
を
加
え

な
が
ら
分
か
り
や

す
く
、
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
メ
モ
を

と
り
な
が
ら
真
剣

に
聞
き
入
る
生
徒

の
た
ち
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

お
話
の
後
に
は
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス

ト
と
し
て
二
〇
〇

九
年
度
の
ミ
ス
日

本
グ
ラ
ン
プ
リ
の

宮
田
麻
里
乃
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た

だ
き
、
学
校
生
活
や
将
来
の
夢

な
ど
に
つ
い
て
対
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

講
演
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
、「
勉
強
の
や
り
方
が
分
か

り
ま
し
た
」「
継
続
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
知
り
、
今
日
か
ら
実

践
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

「
宮
田
さ
ん
か
ら
は
、
外
見
だ

け
で
な
く
内
面
の
美
し
さ
、
知

性
を
磨
く
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
も
印
象
に
残

る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度文

化
講
演
会

〜
学
力
向
上
の
た
め
の
行
動
科
学
〜

〝
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
〞

隣
同
士
で
見
せ
合
い
、
語
ら
い

な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
と
て

も
楽
し
い
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
に

な
り
ま
し
た
。

今
、
望
ま
し
い
食
生
活
の
重

要
性
が
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し

い
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、

家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
に
興

味
、
関
心
を
持
っ
て
喜
ん
で
食

べ
る
食
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
幼
稚
園
給
食
を
通

し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Kトレーディング提供（岩切等さん撮影）
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毎
学
期
に
「
保
育
参
観
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

三
学
期
の
保
育
参
観
は
、
友

達
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通

し
、
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
の

満
足
感
や
達
成
感
が
味
わ
え
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
幼
稚
園
で

の
約
束
事
が
守
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
り
し
た
、
一
年
間
の
園
児

た
ち
の
成
長
を
見
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
三
学
期
は
、
ク

ラ
ス
毎
に
劇
遊
び
や
指
人
形
劇

な
ど
、
言
葉
に
関
係
し
た
こ
と

の
発
表
を
し
て
い
ま
す
。

三
歳
児
は
、
物
語
に

そ
っ
て
劇
遊
び
を
行

い
、
友
達
と
一
緒
に
セ

リ
フ
を
言
っ
た
り
、
踊

り
を
踊
っ
た
り
と
楽

し
く
発
表
を
し
て
い

ま
す
。
四
月
当
初
は
保

護
者
の
方
か
ら
離
れ

ら
れ
ず
泣
い
て
い
た

園
児
も
、
友
達
と
一
緒

に
楽
し
く
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。

四
歳
児
は
、
自
分
た
ち
で
セ

リ
フ
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え

て
劇
遊
び
を
し
た
り
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
な
ど
で
お
話
を
発
表

し
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
長
い

セ
リ
フ
も
お
友
達
と
一
緒
に
言

う
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
言

っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

五
歳
児
は
、
自
分
た
ち
で
作

っ
た
指
人
形
を
使
っ
て
、
グ
ル

ー
プ
毎
に
お
話
を
考
え
て
指
人

形
劇
を
発
表
し
た
り
、
紙
芝
居

を
作
っ
て
発
表
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
友
達
と
意
見
を

出
し
合
っ
て
お
話
を
作
っ
て
い

る
時
や
発
表
し
た
後
の
園
児
た

ち
は
、
達
成
感
い
っ
ぱ
い
の
様
子

が
見
ら
れ
ま
す
。
保
護
者
の
方

に
園
児
た
ち
の
一
年
間
の
一
人

ひ
と
り
の
成
長
や
ク
ラ
ス
の
ま

と
ま
り
を
見
て
い
た
だ
け
る
、

「
保
育
参
観
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
二
月
に
来
年
度
の
新
入

園
児
を
対
象
に
「
一
日
入
園
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
入
園
児
が
保
護
者
に
手
を

引
か
れ
、
期
待
と
不
安
の
入
り

交
じ
っ
た
表
情
で
玄
関
を
入
っ

て
く
る
と
、
ま
ず
年
長
組
の
園

児
た
ち
が
元
気
に
挨
拶
を
し
、

会
場
に
な
る
遊
戯
室
ま
で
優
し

く
手
を
引
い
て
案
内
し
ま
す
。

遊
戯
室
で
は
、
年
長
・
年
中
組
の

歌
、
年
長
組
の
サ
カ
ホ
ー
ン
と

合
奏
、
年
中
組
の
楽
器
あ
そ
び
、

年
少
組
の
遊
戯
を
見
て
、
驚
い

た
よ
う
な
顔
を
し
た
り
、
楽
し

そ
う
に
手
を
叩
い
た
り
と
親
子

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
先
生
た
ち
に
よ
る

「
幼
稚
園
で
の
一
日
」
の
寸
劇
で

は
園
生
活
の
楽
し
い
様
子
が
分

か
り
、
約
束
事
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
新
入
園
児
は
、

園
生
活
に
期
待
を
持
っ
て
身
を

乗
り
出
し
て
見
て
い
ま
す
。
そ

し
て
年
長
組
の
園
児
と
一
緒
に

遊
ぶ
場
面
で
は
、
年
長
組
が
誘

っ
て
も
始
め
は
泣
い
て
保
護
者

か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
新
入
園
児

も
、
リ
ズ
ム
あ
そ
び
や
手
あ
そ

び
、
大
好
き
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出

て
く
る
カ
ー
ド
ゲ

ー
ム
を
し
て
遊
ぶ

う
ち
に
笑
顔
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

一
日
入
園
は
新

入
園
児
が
幼
稚
園

に
慣
れ
、
園
生
活

の
様
子
を
知
り
、

四
月
か
ら
の
生
活

に
期
待
を
持
て
る

よ
う
に
と
実
施
し

て
い
る
行
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
在

園
児
に
と
っ
て
も

春
か
ら
一
つ
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
に
な
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
た
り
、
期
待
を
持
つ
こ
と
の

で
き
る
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
在
園
児
、
新
入
園
児
が

楽
し
く
、
四
月
か
ら
の
生
活
に

期
待
が
持
て
る
楽
し
い
会
に
な

る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
二
十
七
日（
金
）、

大
学
合
同
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
、
消
防
士
の
方
が
見
守
る
中
、

大
学
の
学
生
約
三
千
人
と
共
に

園
児
た
ち
も
一
同
に
避
難
し
ま

し
た
。
六
月
に
は
保
護
者
の
方

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
避
難
訓

練
、
災
害
時
引
取
り
訓
練
を
、

七
月
に
は
不
法
侵
入
者
対
応
訓

練
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

大
学
の
指
令
の
下
で
の
訓
練
と

い
う
こ
と
で
、
普
段
と
は
違
い
、

緊
迫
し
た
言
葉
が
園
内
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。

机
の
下
に
隠
れ
る
ま
で
は
そ

の
言
葉
に
戸
惑
い
、
不
安
に
な
り

泣
き
出
し
て
し
ま
う
三
歳
児
、

キ
ョ
ト
ン
と
し
た
表
情
で
先
生

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
四
歳

児
、
言
葉
を
理
解
で
き
た
の
か
、

動
じ
ず
に
机
の
下
に
身
を
隠
す

五
歳
児
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、「
防
災
頭
巾
を
か
ぶ

り
、
外
履
き
を
履
い
て
先
生
と

一
緒
に
園
庭
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
放
送
が
流
れ
る
と
、

以
前
行
っ
た
訓
練
が
経
験
と
な

り
、
落
ち
着
い
て
園
庭
に
避
難

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
お
し

ち
ゃ
だ
め
だ
よ
」「
は
し
っ
ち
ゃ

だ
め
」「
し
ゃ
べ
ら
な
い
の
」
な

ど
園
児
た
ち
同
士
で
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
避
難
す
る
姿
に

は
、「
教
育
」
の
積
み
重
ね
の
成

果
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
地
震
発
生
後
、
大

学
で
火
災
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
避
難
し
ま
し
た
が
、
お

よ
そ
八
分
程
で
全
員
無
事
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
園
長
先
生
よ
り
「
幼
稚

園
で
遊
ん
で
い
る
時
、
家
庭
に

い
る
時
、
外
出
し
て
い
る
時
、

災
害
に
遭
遇
し
た
際
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
良
い
の
か
、
お
父

様
、
お
母
様
と
良
く
お
話
を
し

て
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
に
参
加
し
、
附

属
幼
稚
園
は
大
学
の
敷
地
内
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
と
の
連

携
を
密
に
取
る
こ
と
の
大
切
さ

と
と
も
に
、
幼
稚
園
か
ら
大
学

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
の
幼
児
や

学
生
が
い
る
中
で
、
避
難
時
の

一
斉
放
送
の
言
葉
を
理
解
し
、

い
か
に
安
全
か
つ
敏
速
に
避

難
、
誘
導
す
る
か
の
重
要
性
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
幼
稚
園

―
一
日
入
園
―

多
摩
中
央
幼
稚
園

昨
年
十
二
月
十
八
日（
金
）、

幼
稚
園
の
ホ
ー
ル
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
風

の
吹
く
寒
い
朝
で
し
た
が
、
保

護
者
の
方
と
一
緒
に
登
園
し
て

き
た
園
児
た
ち
は
「
今
日
ク
リ

ス
マ
ス
会
だ
よ
ね
」
と
尋
ね
て

き
た
り
、「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
！
」
と
挨
拶
を
し
て
く
る
五

歳
児
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

キ
ラ
キ
ラ
光
る
モ
ー
ル
で
飾
ら

れ
た
ホ
ー
ル
に
、
自
分
で
作
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
の
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
入
場
し
て
く
る
と
、
気
持

ち
も
高
ま
り
興
奮
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
園
長
先
生
か
ら
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
由
来
や
、「
ク
リ

ス
マ
ス
お
め
で
と
う
」
と
挨
拶

を
交
わ
す
理
由
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
は

ケ
ー
キ
を
食
べ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
う
日
と
思
っ
て

い
た
園
児
た
ち
も
、
園

長
先
生
の
話
を
聞
き
、

園
児
な
り
に
そ
の
理
由

を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
先
生
方
の
劇
を

見
た
り
し
て
楽
し
く
過

ご
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

も
終
わ
り
に
近
づ
い
た

頃
、
鈴
の
音
が
鳴
り
響

く
と
、
ト
ナ
カ
イ
の
引

く
ソ
リ
に
乗
っ
た
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
現
れ
ま

し
た
。「
う
わ
ー
っ
！
」

「
サ
ン
タ
だ
！
」
と
い

う
歓
声
が
あ
が
っ
た
か
と
思
う

と
、
園
児
た
ち
の
動
き
が
止
ま

り
、
目
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

釘
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
身
を
乗
り
出
す
よ

う
に
、
我
先
に
と
握
手
を
し
て

も
ら
い
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
が
帰
っ
た
後
に

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
大
事
そ
う

に
抱
え
た
園
児
た
ち
の
あ
ふ
れ

る
笑
顔
が
見
ら
れ
た
り
、
ま
た

「
楽
し
か
っ
た
ね
」「
サ
ン
タ
さ
ん

ま
た
来
て
く
れ
る
か
な
」
な
ど

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
今
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
終
え
ま
し
た
が
、
来
年

も
園
児
た
ち
の
こ
ん
な
笑
顔
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
十
八
日（
金
）、

幼
稚
園
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
終

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

終
了
式
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
数
日
前
か
ら
幼
児
た
ち

は
手
に
ぞ
う
き
ん
、
ほ
う
き
を

持
ち
、
部
屋
の
掃
除
や
各
自
の

道
具
箱
の
整
理
、
整
頓
を
し
ま

し
た
。
今
年
度
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
幼
稚
園
の
教
育
目

標
「
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な

こ
ど
も
」（
①
健
康
で
た
く
ま

し
い
子
ど
も
に
②
誰
と
で
も

仲
良
く
で
き
る
子
ど
も
に
③

し
っ
か
り
と
約
束
の
守
れ
る

子
ど
も
に
④
あ
い
さ
つ
の
で

き
る
子
ど
も
に
⑤
自
分
で
考

え
て
行
動
の
と
れ
る
子
ど
も

に
）
を
目
標
に
、
全
教
員
、

日
々
の
保
育
に
務
め
ま
し
た
。

そ
し
て
一
学
期
は
入
園
式
、
進

級
式
、
親
子
遠
足
、
保
育
参
観
、

小
運
動
会
、
避
難
訓

練
、
父
親
参
観
、
祖

父
母
の
会
、
生
活
発

表
会
、子
ど
も
祭
り
、

夏
期
保
育
、
宿
泊
保

育
、
盆
踊
り
、
二
学

期
は
大
運
動
会
、
遠

足
、
保
育
参
観
、
避

難
訓
練
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
と
、
滞
り
な
く

進
め
て
き
ま
し
た
。

来
学
期
も
保
護

者
や
地
域
の
方
と

さ
ら
な
る
か
か
わ

り
を
深
め
て
い
き
、

園
の
教
育
目
標
を

基
に
、
幼
児
期
の

教
育
を
充
実
で
き

る
よ
う
教
職
員
一

同
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
の
ま
と
め
の

保
育
参
観

八
王
子
中
央
幼
稚
園

大
学
合
同
防
災
訓
練

に
参
加
し
て

附
属
幼
稚
園

楽
し
か
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
会

附
属
第
三
幼
稚
園

二
学
期
の

終
了
式
を
終
え
て

附
属
浦
安
幼
稚
園
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～ 入試日当日 ８：１５ １月０７日（木） 第3回入試 ２月０６日（土） 中学 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

■聖徳大学附属中学校（女子）・高等学校（女子）

〈教職研究科（専門職学位課程）〉

一般入試 
社会人特別入試 
現職教員特別入試 

C （日） ２月０７日 ～ （火） （月） ２月０２日 １月１８日 

D （日） ３月０７日 ～ （火） （月） ３月０２日 ２月１５日 

入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

～ 入試日当日 ８：００ １１月２７日（金） 一般入試第２回 ２月０７日（日） 中学 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ ２月０８日（月） ２月１９日（金） 一般入試2次 ２月２０日（土） 高校 

通信教育部　平成22年度4月生募集

■聖徳大学附属聖徳中学校（女子）・聖徳高等学校（女子）

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・人間栄養学部（女子）
音楽学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

（日） ２月２１日 ～ （水） （火） ２月１７日 ２月２日 

入試日 願書受付期間 

一般入試 
C

（火） ３月０９日 ～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 D

入試区分・日程 

■聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・
音楽学部（女子）編入学

後期 

後期 

B ２月７日（日） ～ ２月０５日（金） １月２５日（月） 
C ２月２７日（土） ～ ２月２６日（金） ２月８日（月） 
D ３月１３日（土） ～ ３月１２日（金） ３月 １日（月） 
B ２月７日（日） ～ ２月０５日（金） １月２５日（月） 

２月２７日（土） C ～ ２月２６日（金） ２月８日（月） 
D ３月１３日（土） ～ ３月１２日（金） ３月 １日（月） 

 ＡＯ入試 
推薦入試 
特別入試 

一
般
入
試 

入試日 願書受付期間 【前期・後期入試】入試区分・日程 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）

一般入試・社会人入試 

※音楽文化研究科は2/6（土）も入試あり（2日間実施）。 

C （日） ２月０７日 ～ （木） （月） １月２８日 １月１８日 

入試日 ※ 願書受付期間 入試区分・日程 

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

※音楽文化研究科は2/6（土）も入試あり（2日間実施）。 

一般入試・社会人特別入試 
私費留学生特別入試 C （日） ２月０７日 ～ （火） （月） ２月０２日 １月１８日 

入試日 ※ 願書受付期間 入試区分・日程 

〈博士前期課程〉

全学全学科統一入試 ～ （月） （水） ２月 １日 １月２０日 

～ （水） （火） ２月１７日 ２月２日 

～ （水） （木） ２月１７日 １月７日 

社会人特別入試 
私費留学生特別入試 
帰国子女特別入試 
私費留学生特別奨学生入試 
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉 
　　  特別奨学推薦入試 

C ～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 （火） ３月０９日 

～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 

～ （水） （月） ３月１０日 ２月２２日 
～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 

～ （日） （土） ２１日 ２月２０日 
※入試日自由選択制 

※入試日自由選択制 
～ （水） （火） １０日 ３月０９日 

一般入試 

センタ－試験入試 
B

一般入試 

センタ－試験入試 
C

（金） ２月５日 
入試日 願書受付期間 入試区分・日程 

※ただし、音楽学部のみ 

～ （日） （土） ２１日 ２月２０日 
ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

※入試日自由選択制 

～ （水） （火） １０日 ３月０９日 
ただし、音楽学部の実技等のみ 
本学の個別学力試験なし。 

※入試日自由選択制 

※ 

※地区・ターミナル試験場実施。 

（日） ２月２１日 ～ （水） （火） ２月１７日 ２月２日 

入試日 願書受付期間 

一般入試 
学士入試 
社会人特別入試 

C

（火） ３月０９日 ～ （金） （月） ３月５日 ２月２２日 D

入試区分・日程 
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長野県佐久市に学園のセ
ミナーハウス・かすが荘があ
ります。そこから車で三十分
のところに佐久市子ども未
来館があります。附属小・
中・高の校外学習で雨天時に
見学することがあります。
ここは、「未来への創造」～進化する宇宙・地球・生命～をテーマ

とした科学館です。プラネタリウムや展示のほか、定期的にイベントが催されています。
日本ではじめてスペースシャトルに乗った宇宙飛行士の毛利衛さんをはじめ、アジアではじめ
ての女性宇宙飛行士の向井千秋さんや松戸市出身の国際宇宙ステーション搭乗員の山崎直子
さんなどの色紙も展示されています。毛利さんの色紙には「地球まほろば」、向井さんの色紙には
「夢に向かう一歩」、山崎さんの色紙には「われら星の子」と書かれていました。

〈周辺の観光スポットご案内〉

平成21年度 公開講演会のご案内第3回　

聖徳介護福祉士研究会（SKK）

実体験（実母・義母・義父の介護）をもとに「介護講談」という独自の世界を確立し、著書

「ふまじめ介護」が新聞・雑誌・テレビ・ラジオ等で取り上げられ話題沸騰中の人気女流

講談師田辺鶴瑛さんをお招きします。

自身の経験を“笑いあり”“涙あり”の講談に乗せて語っていただきます。

介護をされている方も、そうでない方も面白くてためになる迫力ある講演です！！！

Back to the basics of car
eBack to the basics of car
e

演題：「ほっとけ心のアッパレ介護」講師：田
た

辺
なべ

鶴瑛
かくえい

●日時：3月23日（火） 13：30（13：00 受付開始）～15：30（終了予定）

●定員：50名（先着順）

●会場：聖徳大学 学内（1219視聴覚教室）

●申し込み締め切り：3月15日（月）

●費用：SKK会員 1,500円 一般 1,800円 学生 1,300円
（参加費は、当日受付にてお支払いください。）
※著書「ふまじめ介護」を会場にてお渡しいたします。

（職場の同僚やお友達をお誘いあわせの上、ご参加ください。）

聖徳介護福祉士研究会
聖徳大学短期大学部（ ）介護福祉学科内

http://www.seitoku.jp/
kaigo1@seitoku.ac.jp（大根）

Tel：047-365-1111
（内線）5920・5924

●お問い合わせ・お申し込み

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash /

先月１６・１７日に行なわれた大学センター入試を皮切りに、大学
入試は本番を迎えています。本学におきましても、１月２３～２５日に
一般入試、特別奨学生入試が行なわれ、松戸キャンパスのみならず、
全国１３会場の地区・ターミナル試験場と、多くの受験者がありました。
本学では、聖徳を志望する方が少しでも受験のチャンスを持って
いただけるよう、豊富な入試日程・入試スタイルを設定しています。
これから出願できる入試もまだありますので、受験生の皆さんは、
最後まで夢をあきらめずにチャレンジしていただければと思います。

通信教育部では、２０１０年度４月生の募集を開始しています。学部、短大は４月３０日
（金）まで、大学院は３月２日（火）までの出願期間となっています。もし通信教育を
お考えの方がいらっしゃいましたら、お問い合わせください。無料でパンフレット・
募集要項を送付しています。
また２月から３月にかけ、北は札幌、南は福岡と全国各地で説明会も実施しております。
ぜひ、この機会に働きながら免許や資格が取得できる通信教育を、ご検討ください。
おかげさまで、２００９年度１０月生に関しては８５０名（大学院、学部、短大含む）を超え
る出願がありました。より多くの学生が希望とする免許や資格を取得できるよう、
今後とも教職員一同協力し、支援していく所存です。

■聖徳大学大学院 通信教育課程
●児童学研究科児童学専攻
〔博士前期課程／博士後期課程〕

■聖徳大学短期大学部 通信教育部
●保育科

■聖徳大学 通信教育部
□児童学部

●児童学科
幼稚園教育コース／児童保育コース／
児童教育コース

□人文学部
●社会福祉学科　
●心理学科
臨床心理学コース／ポジティブ心理学コース

●英米文化学科　●日本文化学科

4月生願書受付期間
s大学・短大

～4月30日【必着】※書類選考のみ s大学院
～3月2日【必着】※3月6日（土）試験

平成21年度SKK年間テーマ 介護の基礎に戻ろう！

昭和30年 北海道函館市生まれ。
昭和49年 19歳のときに実母が病に倒れ入院、4年間介護をする。
昭和62年 義母が倒れ3年間介護をする。
平成 2 年 講談師　田辺一鶴に入門。
平成 7 年 二つ目昇進　田辺鶴英となり介護講談と運命的な

出会いをする。
平成15年 真打昇進
平成20年 田辺鶴瑛に改名　
平成22年 現在も自宅で義父の介護をしている。

・自身のホームページ　　http://www.tanabekakuei.net/

宇宙・地球・生命の科学館

―箏曲部―

2月21日（日）：開演／PM2：30
場 所／アミュゼ柏クリスタルホール
ゲスト／坂田梁山（尺八）・上原潤之助（三味線）
曲 目／日本民謡による組曲（牧野由多可）

絃歌（肥後一郎）他

第１２回ＫＯＴＯコンサート

※写真は昨年の様子

―吹奏楽部―

3月27日（土）：開演／PM2：00
場 所／牛久市中央生涯学習センター

文化ホール
曲 目／ボレロ（ラヴェル）

ディヴェルティメント（ブートゥリー）他

第２１回 定期演奏会

聖徳大学附属聖徳中学校・聖徳高等学校 定期演奏会のご案内
入 場 無 料

施設の詳細などは本学園HPでご覧いただけます。どうぞご覧ください！
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。

お気軽にお問い合わせください！

Tel.0267-52-2111

一般９,４００円～のところ
学生・教職員５,４００円～

卒業生・ご家族・同伴者８,３００円～

〈 ご利用料金 〉 〈 ご 予 約 〉

冬季は露天風呂に入りながら雪

景色が楽しめます。みなさまの

ご利用をお待ちしております。

（1泊2食付）

平成22年度　 これから受験可能な本学入試日程のご案内


